
○研究概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年度校内研究
相模原市立大野台中央小学校

Ⅰ　研究テーマ

　

Ⅱ　テーマ設定の理由
これまでの研究と子どもの実態から
昨年度までの成果として、本校の児童は研究テーマである「自分の考えをもち」という部分については、問いや
課題に対して考えようとする意欲はあり、多くの児童が課題に対する自分の考えをもつことができている。一方
で、「自ら表現する」については課題が残る。ペアやグループ、クロームブックを使って等、限定的な表現の
場では自分の意見を伝え合うことができるが、自分の考えをわかりやすく伝えたり、友達の考えと比べて話
したりまとめて話したりするなど学び合いが深まるような話し合いを行っていくことが十分ではない。
そこで、学力状況調査や学びの調査の結果・MIM・普段の授業やテスト結果などから児童の実態や課

題を把握して（アプローチ②『見通し・振り返りを大切にする』に該当）、そこから、「思考・判断・表現」の土
台となる「知識・技能」をしっかり身につけていく。しかし、学習そのものの「知識・理解」ではなく、相手に伝
えるためにどうしたら良いかを考えるための「知識・技能」として取り組んでいきたい。そして、ただ表現する
だけでなく、「思考・判断」を伴った表現活動にしていくことで、より豊かな表現活動となるのではないかと
考える。友だちと関わり合う中で、より自身の考えを広げたり深めたりできるようにしていきたい。（アプロー
チ①『「やってみたい、こうなりたい」意欲を持たせチャレンジさせる』に繋がってくる。）

Ⅲ　研究仮説

・表現をするために、思考判断は切り離せない。

・思考・判断・表現をするために下支えになるのは、知識・技能である。

本校の実態に合った指導を行うために、学状・学びの調査・MIM・普段の学習の様子（テストや授業）等を
活用して授業を考える。（児童の実態を捉えた授業計画）

↓
知識・技能をしっかり身につける思考・判断・表現の土台づくり）
↓
思考・判断・表現が高まるのではないか

Ⅳ　研究内容
１，授業改善
◎児童が主体的に学ぼうとする授業（アプローチ①④）
・興味・関心を高め、学習課題に対して目的や必要性を感じる授業づくり
・一人ひとりが学びたい、考えたい、話したいと思わせるような教材の工夫。
　　　

◎自分の考えを表現する対話的な授業（アプローチ①②）
・児童が自分の考えを表現できる場の工夫。
・思考して出した自分の考えを他者と共同することで考えを広げる工夫。
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２、学習環境

◎安心して自分の考えが表現できるような環境づくり（アプローチ⑥）

　　学び合う風土の構築（自己肯定感を育む活動）
　　　・自分の考えを安心して発言でき、お互いのよさを認め合える環境づくり
　　　・友達の考えを受容し、自分の考えと比べて話す工夫
　　　※授業以外の学年集会やクラス活動日などを活用。

Ⅴ　研究方法
１、各教科の学習指導要領の読み込みから指導事項を明確化する。

　　学習指導要領を読み込み、その単元、本時で全児童に身につけさせたい力を明確化する。

２、相模原スタンダードを活用した指導案で行う。

３、各学年１本、授業公開を行う。

【授業公開までの道筋】
①　教科の決定
②　学習指導要領の読み込み→指導事項の明確化
③　教材分析 ←改善リーダーを活用
④　推進委員会
⑤　指導案作成
⑥　他クラスでの学年公開授業
⑦　指導案配付（授業日より１週間前の打ち合わせで、参観の視点等を説明する。）

⑧　授業公開→研究協議
⑨　授業改善

※できるだけ様々な教科で研究が行われるように推進委員で話し合い、公開日が重ならないようにする。

４、研究協議会の活性化を図る。～リフレクション～　（アプローチ⑨）
授業後の研究協議会を通して、本時目標の妥当性と「手立て」の有効性を探り、「何によって子どもが変

わったのか」などを多くの「眼」で検証していく。その際、「誰でも積極的に協議へ参画することが、有意義な

研究成果を生み出す」という考えのもと、経験年数に関わらず、多くの意見が発表されるように研究協

議の持ち方に工夫をする。今年度、研究協議には「リフレクション」を導入し、より活発な意見

交流が行われ、有意義な協議になるように工夫する。

［リフレクションとは］

リフレクションとは、協議の活性化を目的とした少人数グループでの研究協議の持ち方の１つ。
（授業批判ではなく、協議後に各先生が「明日はこんな授業にしたいな」「私も見直さなくちゃいけないな」などの
ようないわゆる“おみやげ”ができるような協議にする。）
［リフレクションの進め方］

授業者は、

①指導案作成時に参観の視点を設け、打ち合わせや推進委員会の場で全体への周知を行う。

参観の視点についてはメインテーマ、サブテーマ達成のための手立て。

②授業を行う。

③研究協議の際に、参観の視点に基づいた自評を述べる。

④研究協議後はMy learningを必読し、出された意見を参考に明日からの授業改善を図る。

グループ協議司会者・発表者は、

①授業前に司会者・発表者を明らかにする。

②司会者・発表者は参観の視点をもとに、協議の方向性を授業中に思考する。

③司会者・発表者は協議の方向性を共有する。

④協議に臨む。司会者は参観の視点に沿って協議を行う。その際、今回の研究授業を根拠にし
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て、明らかになった大切なこと（成果や課題）を明確にしていく。

⑤発表者は、参観の視点に沿って協議を模造紙にまとめていく。また、全体への発表の際には、

協議で出された意見をすべて伝えようとせず、要点を絞って発表を行う。

協議参加者は、

①参観の視点を理解し、視点をもって授業を見る。付箋に事実（子供の姿や意見、教師の発問や手立てなど）
と感想（自分の意見、考え）を記入し、協議会に備える。

②授業後は“新たな提案のメリットやデメリット”を十分に考えたり、“当たり前であっても、

大切なこと”を見つけたりする。

③協議では参観の視点に沿って発言する。

④出された意見を参考に、My learningに振り返りを記入し、明日からの授業改善を図る。

※授業参観については、基本全教員が参観とする。やむを得ない事情がある場合、学年の中で時
間を区切って参観も可とする。
※緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置が出た場合は、発表学年が授業を録画し、できるだけ後
日に協議会を開き、協議中に観る。

Ⅶ　研究日程　（アプローチ⑩を意識）
・授業公開日（授業公開日の前の週の金曜日に授業についての説明（指導案配付）　

・企画会（研究方針１、研究反省１）

・推進委員会（研究方針１回、研究反省・次年度方針１回、各学年の参観の視点などの確認７

回）

・全体会（研究概要説明１回、全体研修１回、成果と課題・年度末反省の共有１回）
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Ⅷ　研究組織

推進委員
①各学年の校内研究がより活発に推進されるよう学年会等で啓発を行う。また学年内の校内研究計画を
立て、学年に提案する。
③学年団の校内研通信を作る
④指導案や学級掲示物の保管、次年度への引き継ぎを行う。
その他、校内研究に関わる仕事を担当する。

学年部会

①研究テーマ達成に向けて、学年で計画を立て、日々の実践を行う。

②研究授業の際には、授業記録（写真撮影）を分担して行う。
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